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2013年度
スローガン

全社一丸・同友会一丸で
人が生きる経営の
実践に取組み
この激動の一年を
突破しよう！

◇同友会理念◇
⃝同友会3つの目的⃝
良い会社をつくろう
良い経営者になろう
良い経営環境をつくろう
この目的実現に向けて
「地域社会と共に歩む」
中小企業の自覚をもち
「自主・民主・連帯」
の精神で企業経営と
会運営を行うことです。
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新年、明けましておめでとうございます。
皆様方とまた新たな年を迎えることが出
来ましたことを心より嬉しく思います。
昨年4月、愛媛同友会と東温市、東温市
商工会、愛媛大学が連携して制定に取り組
んできた「東温市中小零細企業振興基本条
例」が、県内の市町として初めて、施行さ

れました。また、現在は松山市でも中小企業振興基本条例の今春の施行に向
けて、愛媛同友会会員が検討委員会のメンバーとして制定に関わっています。
昨年は愛媛同友会として初めて、条例に関する連続学習会を開催し、改めて
条例制定運動の到達点と価値について学び合いました。
また、11月28日㈭・29日㈮には、「2013　全国共同求人交流会」を愛媛で
開催しました。愛媛同友会の共同求人運動は2012年度にスタートしたばかり
ですが、全国共同求人交流会の開催により、全国から学び、様々な気づきを
得て、県内での共同求人運動の確立に繋げていくことができると実感してい
ます。
2013年はこういった取り組みから、「『人を生かす経営の総合実践』を、産
学官連携の枠組みで、中小企業振興基本条例づくりを活用して、地域で実践
する」という、愛媛同友会の方向性を確認することができました。
現在、中小企業にとって厳しい経営環境が続いています。こういう時だか
らこそ、2014年は「ひとりぼっちにしない」という合言葉を同友会や企業の
内外で「仲間づくり運動」として、実践してまいりましょう。
本年もどうか、よろしくお願い申し上げます。皆様方のご多幸とご活躍を
心より祈念致しまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。

代表理事　服部　豊正（服部製紙㈱　代表取締役会長）

代表理事　大野　栄一（㈱大栄電機工業　代表取締役）

大野栄一・代表理事服部豊正・代表理事
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　2014年の年頭に当たり、謹んで新春のお喜びを申し上げます。
　愛媛県中小企業家同友会の皆様方におかれましては、日頃から、

地域経済の振興に多大な御貢献をいただいており、深く敬意を表します。
　御案内のとおり、我が国経済は、各種指標の上では明るい兆しが出てきていますが、地方
においては景気回復の実感にとぼしいのが現状であり、企業経営も厳しい状況が続いている
ものと認識しております。
　こうした中、県におきましては、今年度、地域経済の活性化を目指し、「実需の創出」に
徹底的にこだわった施策を展開して参りました。
　とりわけ、2012年４月に立ち上げた営業本部が中心となり、本県が誇るものづくり企業の
高い技術や優れた製品、良質で安全な農林水産品やその加工品などの国内外への販路拡大に
積極的に取り組み、県が把握している成約額だけでも、今年度上半期（４月から９月）で約
12億３千万円に達し、昨年度の約８億４千万円をすでに上回る実績を挙げており、今後とも、
精力的に愛媛を売り込んでいきたいと考えています。
　また、観光面では、瀬戸内海国立公園指定80周年を迎える今年、３月から10月にかけて、
愛媛・広島両県の島嶼部及び臨海部の13市町を舞台に、広域観光イベント「瀬戸内しまのわ
2014」を行うこととしており、メインイベントには、瀬戸内しまなみ海道で１万人規模の国
際サイクリング大会の開催を予定しています。
　昨年10月に実施したプレ大会では、国内外から2,500名をこえるサイクリストに御参加い
ただき、心温まるおもてなしや沿道からの声援などが好評を得たところです。
　この成果を今年の本大会につなげ、アマチュアサイクリストの聖地としてのしまなみ海道、
更には、サイクリングパラダイスとしての愛媛を大いにＰＲするとともに、地元の人々と一
体となり「瀬戸内しまのわ2014」を盛り上げ、瀬戸内海の観光ブランドの認知度向上や交流
人口の拡大、地域活性化に結び付けていきたいと存じます。
　任期締めくくりとなる今年は、「愛

え

顔
がお

あふれる愛媛県」の実現に向け、これまでの「助走・
離陸・上昇」から「飛躍」へとつなげる次のステップに力強く前進して参りたいと考えてお
りますので、皆様方におかれましては、引き続き、中小企業の自立・発展に御尽力をいただ
き、本県経済の活性化に一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　終わりに、愛媛県中小企業家同友会のますますの御発展と、皆様方の今年一年の御健勝、
御活躍を祈念申し上げます。

新年の御挨拶
中　村　時　広愛媛県知事
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　新年明けましておめでとうございます。皆様におか
れましては輝かしい初春をお健やかに迎えられたこと
と、心からお喜び申し上げます。
　昨年中は市政の推進に対して、御支援と御協力をい
ただき厚く御礼を申し上げますとともに、本年も変わ
らぬ御支援を賜りますよう、お願い申し上げます。
　また、皆様におかれましては、「全社一丸・同友会
一丸で人が生きる経営の実践に取組みこの激動の一年
を突破しよう」との昨年のスローガンどおりに、中小
企業の活性化、地域経済の活性化に御尽力いただき、
深く敬意を表します。
　松山市といたしましても、中小企業を対象とした融
資制度や、福利厚生を支援する勤労者福祉サービスセ
ンター事業、その他各種補助制度によって、中小企業
の支援に取り組むとともに、企業誘致や新規産業の育
成を通じて地域経済の活性化に努めています。
　そして昨年９月10日には、企業経営者や創業者の皆
様を対象に、情報提供や交流の場を提供する「まつや
ま経営交流プラザ」をオープンしたほか、今年は松山
市の中小企業振興の指針となる「松山市中小企業振興
基本条例」の制定に向けた準備を進めており、これま
で以上に中小企業振興に力を入れてまいります。
　さて、松山市では、基幹産業の一つである観光産業
の振興にも力をいれているところです。今年は瀬戸
内海国立公園指定80周年、道後温泉本館改築120周年、
さらには、四国八十八箇所霊場開創1200年という節目
の年に当たり、この絶好の時期に、世界に誇れる地域
の宝「瀬戸内」を全国に売り込むとともに、官民一体
となって「おもてなし日本一のまち松山」に取り組ん
でまいります。
　こうした取組を通して、地域経済の更なる活性化に
つなげていきたいと考えていますので、今後とも一層
の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　終わりに、愛媛県中小企業家同友会のますますの御
発展と、皆様の御健康、御多幸を心からお祈り申し上
げ、新年の挨拶といたします。

新年の御挨拶

野　志　克　仁
松山市長

　新年、明けましておめでとうございます。謹んで新
春のお喜びを申し上げます。
　愛媛県中小企業家同友会の皆様方におかれまして
は、中小企業の自立・発展はもとより、
　東温市政の推進に対しましても、多大な御支援と御
協力をいただいておりますこと、心から御礼申し上げ
ます。
　さて、昨年は、安倍政権が『アベノミクス』と称し、

「強い日本経済」を目指し、「大胆な金融政策」「機動
的な財政政策」「日本再興民間投資を喚起する成長戦
略」という三本の矢を放ちました。
　更に、昨年末には、３本目の矢である「成長戦略」
を着実に実行し、日本経済を再生し、産業競争力を強
化することを目的とした『産業競争力強化法』を成立
させたところでございますが、残念ながら地域経済状
況はまだまだ厳しい情勢下の中にあり、もう一踏ん張
り必要ではないかと感じております。
　本市では、昨年、県内市町初となる『東温市中小零
細企業振興基本条例』を制定するとともに、中小零細
企業の振興施策について検討する『中小零細企業振興
円卓会議』を設置し、市、事業者、経済団体、学校、
金融機関及び市民による「オール東温」により、条例
の目的の達成に向けて取り組んでいるところでござい
ます。
　ところで、故松下幸之助翁は、「商売や生産は、そ
の商店や製作所を繁栄させることにあらず。その働き、
活動によって社会を富ましめるところにその目的があ
る。」と言っております。
　私自身も、「中小企業の発展なくして、地域の活性
化はない！」と申しております。まさに、皆様の頑張
りは地域経済の原動力であります。是非、皆様のパワー
により、愛媛県を元気一杯にしていただきたいと思い
ます。
　東温市は、本年９月に市制発足10周年迎える節目の
年であります。「小さくてもキラリと光る、住んでみ
たい住んでよかった東温市」を目指し、なお一層の努
力をして参りますので、皆様方には、更なる御支援と
御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、愛媛県中小企業家同友会のますますの御発
展と、皆様方の御健勝と御活躍を心からお祈り申し上
げまして、新年の挨拶といたします。

新年の御挨拶

髙　須　賀　　功
東温市長
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　新年明けましておめでとうございます。
　愛媛県中小企業家同友会の皆様方におかれまして
は、輝かしい新春をお迎えのことと、心よりおお慶び
申し上げますとともに、平素より伊予市政発展に多大
な御支援とご協力をいただいておりますことに対しま
して深く感謝申し上げます。
　さて、ちょうど１年前の2012年12月26日、第２次安
倍内閣により「３本の矢」を柱とする経済政策が表明
され、「アベノミクス」を政策最大の目標に掲げた成
果は、経済の回復を成し遂げ、世界からの注目を集め
ているところであります。
　その効果は、「大企業優先」、「地方に恩恵がない」
と批判を受けながらも、国内の経済の足取りは力強さ
を取り戻しつつあり、円安や景気回復の恩恵が中小企
業にも徐々にではありますが広がりを見せているとの
評価を受けているものです。
　私も昨年の４月から伊予市政の舵取りを任せられ、
早くも８カ月が経過いたしました。着任とともに、５
つのテーマに亘る公約の実現を目指して、山積してい
る諸問題の解決に向け、鋭意取り組んでいるところで
あります。
　私は、市議会議員２期８年間、「即現場、即対応。
動けば変わる」をモットーに議員活動を展開して参り
ました。私の座右の銘としております、連合艦隊の山
本五十六司令長官の名言である「やってみせ、言って
聞かせて、させてみせ、褒めてやらねば、人は動かじ」
を今一度噛み締めております。その志を更に強くし、
発展し続ける伊予市の氏名と重責を持って、自分自身
が「動けば変わる」をスタンスに、これからはスピー
ド感を持って「魅力あるふるさと伊予市」を築いて参
りますので、今後一層の御支援と御理解を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　結びに、愛媛県中小企業家同友会の益々の御発展と、
皆様方の御健勝と御活躍をお祈り申し上げ、年頭の御
挨拶といたします。

新年のご挨拶

　愛媛県中小企業家同友会の会員の皆様、明けまして
おめでとうございます。
　新しい年を迎えて、皆さん方も今年は景気が良くな
り製品が沢山売れますようにと、初詣で手を合わせた
ことだろうと思います。
　自民党が衆参の選挙で圧勝し、アベノミクス政策で
円安が進み株価は上がり、大手企業では売り上げや利
益が、これまでの最高を記録したとか何％伸びたとか、
景気回復を裏付けるニュースが新聞紙上に報じられて
います。
　しかし、地方や中小企業の皆さんもそのように感じ
ているのでしょうか。又、皆さん方の会社はどんどん
仕事が増えて利益が上がっているのでしょうか。
　今年度、地方公務員は国家公務員に合わせる形で給
与カットを行い、給料もボーナスも減っています。
　政府は景気判断をする時、大企業だけではなく中小
企業の現状をしっかり把握して、或いは地方経済の状
況を見極めて欲しいと思います。
　日本の隅々まで人々の暮らしが良くなってこそ、初
めて日本は景気が回復したと言えるのではないでしょ
うか。
　自動車にしても電化製品にしても、大企業が全ての
部品を作っているのではありません。
　元はと言えば、出発点はほとんどが個人や中小の企
業の皆さんの工夫や血の出るような取り組みがあった
ればこそです。ドラマ『半沢直樹』に出てきたネジを
作る工場が目に浮かびます。
　松前町にも、北川原の工業団地を中心に、優秀な技
術で独特の製品を作り出している数々の中小企業があ
ります。そして、作り出される製品は全国各地に出荷
されています。
　昨年松前町では、町内でとれる或いは作っている特
産品を販売する“たわわ祭”＝いわゆる産業祭を初めて
開きました。会場では単に食べ物だけでなく、町内企
業を紹介するブースも設けて企業ＰＲもしました。文
字通りの産業祭です。松前町は来年、町制施行60周年
を迎えますので、今年ももっと多くの企業に参加して
もらい、企業ＰＲに努めていきたいと思っています。
　どうか同友会の皆さんも、日本の産業の底力は中小
企業にこそあるんだとの自信と信念を持って、今年も
元気に頑張って下さい。

新年のご挨拶

武　智　邦　典
伊予市長

白　石　勝　也
松前町長
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　新年明けましておめでとうございます。
　愛媛県中小企業家同友会の皆様方におかれましては、
輝かしい初春を健やかに迎えられたことと、心からお喜
び申し上げます。また、旧年中は、地域経済の振興に御
支援、御協力をいただきましたことを、厚く御礼申し上
げます。
　さて、昨年は、我が国の経済は、景気は緩やかに回復
し、生産活動、雇用情勢も持ち直しつつある、と政府・
日銀が展望を示す中、当市におきましては、３億５千万
円の経済効果があった「バリシップ2013」の開催や世界
最大級の「国家石油ガス備蓄基地」の操業開始、日経
リサーチ「地域ブランド大賞」で「ブランド向上努力賞」
の受賞など、明るい話題がたくさんありました。
　私は、昨年２月に２期目の市政を担当させていただく
ことになりました。市長就任以来「行政力の底力」、「市
民力の底力」、「産業力の底力」など、五つの「底力」を
軸に、子や孫の世代が誇りを持って、幸せに暮らすこと
ができるまちづくりを目指して市政を運営しています。
まちづくりを進めていくうえで、市民、行政が強い愛郷
心を持つことが一番大切ですが、それに加え、産業が力
強くないと地域に活力が出ず、上手くやっていけませ
ん。私は、地方経済の活力の源泉は、地元に根を張り「生
きること暮らすこと」を支えている中小企業の皆様方に
あると強く思います。おかげさまで、当市は１兆3500億
円超の製造品出荷額を誇る、四国一番の工業都市であ
り、古くから商業も盛んです。その主役たる皆様が「良
い会社をつくろう・良い経営者になろう・良い経営環境
をつくろう」の理念のもとに集まり、「人を生かす経営」
を実践する企業づくりを目指し活動されていることは、
誠に喜ばしく頼もしい限りです。当市も、引き続き、今
治市中小企業融資制度や企業立地優遇制度、今治市新産
業創出支援助成制度、レンタルオフィスやビジネス支援
サービス、愛媛大学サテライト・いまばりなどで企業
活動の支援に取り組んでまいりますので、皆様方には、
今まで以上に、地域経済の主役として、大いに活躍され
ますよう強く期待しています。
　今年は、３月21日からいよいよ「瀬戸内しまのわ
2014」が開催されます。メインイベントである１万人規
模の「国際サイクリング大会」をはじめ、魅力溢れるイ
ベントが当市「しまなみ海道」沿線などで、半年以上に
わたり行われます。大勢のお客様を最高のおもてなしの
心をもってお迎えし、このイベントを成功させ、一過
性ではない経済の活性化、地域の発展につながるよう、
全身全霊で取り組んでまいりますので、今後とも皆様の
御支援、御協力をお願い申し上げます。
　結びに、愛媛県中小企業家同友会のますますの御発展
と、皆様方の御健勝、御活躍を心からお祈り申し上げま
して新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。皆様方にお
かれましては、健やかな新春をお迎えのことと心から
お慶び申し上げます。旧年中は市政各般にわたり御理
解、御協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　わが国経済は、長引く景気低迷を受けた安倍内閣の
経済対策の進捗により、円安・株高を背景とした消費
者マインド・景況感の改善の動きが現れており、今後
は実体経済においてデフレからの早期脱却が期待され
ています。しかしながら、中小企業にとっては消費税
増税の価格転嫁への不安など、経営環境は予断を許さ
ない状況で推移するものと考えられます。
　とはいえ、中小企業は地域を支える大きな力であり、

「よい会社をつくる。よい経営者になる。よい経営環
境をつくる。」という目標を掲げ、地域社会とともに
歩む中小企業家同友会の活動は、今後ますますその重
要性が高まるものと思い、強く 期待申し上げるもの
であります。
　さて、四国中央市では、これまで企業立地奨励金制
度の創設に始まり、ものづくりの知識を習得するビジ
ネスセミナーや経営課題を解決するための経営クリ
ニック事業で企業活動の支援に力を入れてまいりまし
た。
　私は、都市経営には企業活力が不可欠であり、産業
の基盤があって始めて、雇用が守られ、人口が定着し、
教育や福祉が成り立つとの思いから、市政運営の中に
あって、特に「産業の振興」に重点を置いております。
例えば、今年度においては、本市にゆかりのある企業
の首都圏における支社・営業所等の相互交流を働き
かける「交流会の開催」、また市内企業を対象として、
優秀な人材確保の一助とする「合同就職説明会」の開
催など、新たな企業支援策に取り組んでおりますので、
今後とも御力添えのほどよろしくお願い致します。
　最後に、愛媛県中小企業家同友会のますますの御発
展、並びに皆様の御健勝、御多幸を心よりお祈り申し
上げまして、新年の御挨拶と致します。

年頭の御挨拶

菅　　　良　二
今治市長

篠　原　　　実
四国中央市長
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重信店（フジグラン重信内）・松山店（フジグラン松山内）
松前店（エミフルＭＡＳＡＫＩ内）・新居浜店（フジグラン新居浜内）
葛島店（フジグラン葛島内）・野市店（フジグラン野市内）

垣生店（パルティフジ垣生内）・砥部店（パルティフジ砥部内）

とんび家

おかず村

〒791－0216  東温市野田３丁目８－５
ＴＥＬ・ＦＡＸ 089－964－0313

マキフーズ有限会社

北　　店／松山市本町５丁目７－７　　　TEL：089－911－0329 ㈹
南　　店／松山市和泉北２丁目３－22　  TEL：089－947－2050 ㈹
市駅前店／松山市湊町５丁目５－５　　　TEL：089－998－2555 ㈹

全てのお部屋、引越費用０円システム好評中 !!

各支部11月例会レポート
11月は各支部ともにオリエンテーション例会という位置づけで開催しました。

各支部11月例会のダイジェスト版をお送りします。

　松山・伊予松前支部合同11月例会は、11月21日（木）松
山市総合コミュニティセンターで開催し、83名が参加しま
した。報告者は吉村紀行さん（弁護士法人たいよう 代表
社員所長）でテーマは、「『弁護士って近寄りにくい』…そ
んな時代は終わりにしたい　～愛媛県に“サービス業”とし
ての弁護士が浸透するのか？自分との戦い～」。
　「弁護士は“サービス業”として利用してもらわなければ
意味がない」との思いから、弁護士法人たいようさんでは、
呼ばれたら伺って自分を知ってもらう、弁護士費用は明確
にする、ニーズに応じた弁護士の複数化、などお客様の事
を考えた取り組みをされています。
　「弁護士」は近寄りがたい
存在に思われがちですが、業
界も競争社会になっているの
で、サービス向上につなげる
為にもどんどん利用して欲し
いとの事でした。
　報告者の吉村さん、座長の
田尾さん、お疲れ様でした。

寄稿：武田正輝（恭栄自動車㈱／伊予・松前支部）

　東温支部11月例会は11月25日（月）えひめ共済会館で開
催。14名が参加し、「理念について真剣に討論しよう　～
理念で飯が食えるのか?飯が食えなきゃ理念じゃない！！
～」というテーマで玉井和幸さん（パートナーシップ経営
塾 代表）に報告していただきました。
　玉井さんから、そもそも経営理念とは何なのか、なぜ必
要なのかについての説明があった後、２人１組で話し合い
ました。自分の夢や好きなことを口に出すことで認識を深
めたうえで、“飯が食える経営理念”“本物の経営理念”理念
とはどんなものかを考える例会になりました。

寄稿：伊井達哉（愛媛同友会　事務局員）

　今治支部11月例会は20名が参加。11月20日（水）今治地
域地場産業振興センターで開催しました。報告者は内藤昌
典さん（㈲内藤鋼業 代表取締役）でテーマは、「エネルギー
の“地産地消”化に取り組む！　～新分野への事業展開で地
域と連携～」。
　林業、製材業が苦境に立たされるなか、製材所から出

るスギ、ヒノキの廃材を活用してバイオマス燃料ペレッ
トの製造販売に着手した内藤
さん。さらにはそのペレット
を燃料とするストーブやボイ
ラーの販売にも着手。ペレッ
トを作る本格的な事業所が無
いことや、東日本大震災セシ
ウム問題から東日本から西日
本に需要が求められたことで工
場が出来た１年目から大忙し。
　販売が好調な時にビジネスモデルをかえて販売すること
を考えた内藤さん。買い手には「今利用している燃料代よ
り安くなること」を提案しストーブやボイラーのレンタル
を。背景には、原油高高騰がありました。
　経営者は変化の激しい時代を憂うのではなく、時代の流
れに対して現在～10年先の地元にどういう仕事をつくって
いくのか？と前向きに考えていくことが大切だと今回の報
告で学びました。

寄稿：南部吉信（ペンギン代行／今治支部）

　四国中央支部11月例会は11月18日（木）ホテルグラン
フォーレで開催。22名が参加し、「仲間がいるから頑張れ
る　～同友会から学んだ経営～」というテーマで佐藤慎輔
さん（サトー産業㈱ 代表取締役）に報告していただきま
した。
　佐藤さんが同友会に入会して16年になります。取引先に
誘われて入会し、初めは経営者という立場でなかった佐藤
さんは、まじめに支部会に参加して学んでいました。そん
なとき同友会のメンバーから全国大会への参加を勧められ
参加をしました。そこで、まだ同友会という会を理解でき
ていない自分を見つけることとなります。それから、同友
会で成分化セミナーなど経営について、そして経営指針に
ついて本格的に学ぶようになり、会社に経営指針がないの
で、元社長のお父さんに経営指針をつくり手渡すほど、熱
心に同友会で学んだことに取り組むようになりました。そ
うなると、早く経営に携わりたいと思うようになり社長に
就任して５年になります。経営について学ぶ事や同友会で
学んだことは、今でも社員と共に実践しています。

寄稿：前田和美（はいねっと㈱／四国中央支部）

83名が参加した
松山・伊予松前支部合同例会

報告する内藤さん、
右は座長の平野啓三さん
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弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行・和田資篤

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所

松澤　良茂（まつざわ　よししげ）
1961年9月22日生まれ　松山支部第1地区会
㈱エーシーイーシステム　開発部長　各種ソフトウェ
ア／システム設計・開発　　　　　　　　　　
〒790-0067 松山市大手町1丁目8-2 渡部ビル3F
TEL（089）906-0517　FAX（089）906-0518
紹介者／㈱フェローシステム　三好　大助

（12/１〜12/17）新入会員ご紹介・会員消息 （１名）

お悔やみ
森實隆生氏・みすまる産業㈱　代表取締役のご
母堂森實アヤノ様（享年95歳）が、2013年11月
23日ご逝去されました。謹んでお悔やみ申し上
げます。

会
員
掲
示
板

2013　全国共同求人交流会in愛媛に24同友会・85名が参加！
「共同求人運動の原点を問う！　～共同求人運動が地域・企業変革の鍵を握る～」
　１１月２８日㈭・２９日㈮、アイテムえひめで「２０１３　全国共同求
人交流会in愛媛」（主催：中小企業家同友会全国協議会、設営：
愛媛県中小企業家同友会）を開催しました。全国２４同友会から
８５名が愛媛に集い、共同求人運動について学びを深め合いまし
た。

【第₁日目】
　まず初めに、愛媛大学地域創生研究センター教授の和田寿博
さん（愛媛同友会会員）から、「学生・若者の今　～まなび　
つながり　とりくみ～」とのテーマで基調報告をいただきまし
た。
　日頃から学生と関わり、同友会にも参加されている和田先生
ならではの、深く鋭い報告でした。
　続いて、中小企業家同友会全国協議会　共同求人副委員長の
佐藤全さん（株式会社ヴィ・クルー 代表取締役／宮城同友会会
員）と、基調報告から引き続き和田寿博さん、そして愛媛県中
小企業家同友会専務理事の鎌田哲雄さんがパネリスト、中小企
業家同友会全国協議会事務局長の平田美穂さんがコーディネー
ターを務め、パネルディスカッションを行いました。共同求人
運動が「社会教育運動」であること、そして、「人を生かす経
営の総合実践」としての求人活動の視点と、中小企業振興基本
条例をはじめとする地域づくりと密接に関わっているというこ
とを確認しました。
　学びの後は懇親会も開催し、参加者の皆さんに俳句を作って

いただいたり、愛媛同友会バンド「ドーユーズ」による演奏を
披露したりといったおもてなしで、交流を深めました。
【第₂日目】
　２日目は、オクヒロ食品㈱ 代表取締役の奥延浩寿さん（広島
同友会三原支部 求人社員教育委員長）、㈲ＩＴＯテクノ 代表取
締役の伊藤京三さん（広島同友会三原支部 副支部長）、㈲三愛
機工 代表取締役の上中谷 浩さん（広島同友会三原支部 総務組
織委員長）がパネリスト、広島同友会事務局次長の源田敏彦さ
んが務めてのパネルディスカッション。共同求人運動で、経営
者と企業がどう変わってきたのか、また地域にどのような波及
効果を及ぼしているのかについて報告いただき、共同求人運動
が持つ地域づくりへの可能性について考えました。

　今回の全国共同求人交流会の開催により、全国から学び、様々
な気付きを得て、県内での共同求人運動の確立に繋げていくこ
とができると実感しています。
　また、愛媛同友会・企業・地域が一体となって取り組んでい
る「若者を育てる連携」を全国に発信すると共に、「『人を生か
す経営の総合実践』を、産学官連携の枠組みで、中小企業振興
基本条例づくりを活用して、地域で実践する」という、愛媛同
友会の方向性を確認することもできました。
　（寄稿：大北雅浩　愛媛同友会事務局長）
　詳細は愛媛同友会ＨＰ（http://www.ehime.doyu.jp）にも
掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

講演する和田先生 パネルディスカッション① 地元食材を使った料理の数々 パネルディスカッション②



8

201３年度　愛媛同友会第９回理事会　議事録
　　　　　　　【日　時】　2013年12月12日㈫　18時30分～20時40分　　　　【会　場】　アイテムえひめ
　　　　　　　【出席者】　16名	 	 	 【委任状提出】　20通
　　　　　　　【議　長】　平野　啓三	 	 【議事録作成者】　大北　雅浩

開会挨拶：服部豊正
　寒い日が続いていますので、体調管理に気を付けましょ
う。12月９日にスタートした経営指針成文化セミナーを、
アイネット㈱の社員２名と共に受講しています。しっかり
学び、作りあげていきたいと思います。増強運動は皆さん
にもご協力いただいていますが、まだまだ成果が挙がって
いません。ここで改めて馬力を上げて取り組みましょう。
今回の理事会には第３回経営フォーラムのテーマや報告者
の承認が議題に挙がっています。愛媛同友会全体で進めて
いきましょう。

報告・承認事項
＜報告事項＞
１）企業づくり・地域づくり・同友会づくりの各本部取組

みについて、本部長から報告がありました。
２）各支部活動・計画について、各担当者から報告があり

ました。
３）各委員会活動・計画について、各担当者から報告があ

りました。
４）中小企業問題全国研究集会ｉｎ広島（２月13日・14日）

の参加登録状況について、事務局から報告がありました。
５）全国共同求人交流会ｉｎ愛媛について、共同求人委員

会から開催報告がありました。（事務局が代理報告）
６）増強運動の進捗状況について、増強本部から報告があり

ました。（事務局が代理報告）
＜承認事項＞
１）入会・退会の承認・・・第９回理事会までの会員数の

推移及び入会・退会を承認しました。
２）第３回経営フォーラムのテーマ並びに記念講演講師お

よび分科会報告者について、金子司郎・経営フォーラ
ム実行副委員長から提案があり、承認しました。

　【テーマ】めざせ！「人を生かす経営」の総合実践‼
　　　　　　～中小企業の発展こそが地域や時代を切り拓く鍵～
　【登録料】10,000円　※会員企業の社員は講演会のみ無料

で参加できます。　※チケット制・前納制とします。
　【参加目標】：会員200名＋ゲスト・オブザーバー来賓
　【講師・報告者について】「人を生かす経営」の総合実践

に取り組んでいる愛媛と全国の同友会会員から選考し
ました。

＜記念講演　講師＞
　　○宮崎由至氏　　㈱宮崎本店　代表取締役／三重同友

会相談役／中同協副会長、人を生かす経営本部長
　　　企業変革支援プログラム　カテゴリーⅣ「市場・顧

客及び自社の理解と対応状況」
＜分科会　報告者＞

　　○青木孝守氏　　㈱あぐり進学塾　代表取締役／滋賀
同友会理事・大津支部長

　　　企業変革支援プログラム　カテゴリーⅢ「人を生か
す経営の実践」

　　○玄地　学氏　　東洋産業㈱　代表取締役／宮城同友
会副代表理事／中同協経営労働委員会副委員長

　　　企業変革支援プログラム　カテゴリーⅡ「経営理念
を実践する過程」

　　○北野賢三氏　　まるく㈱　代表取締役／愛媛同友会
理事・障がい者委員長

　　　企業変革支援プログラム　カテゴリーⅠ「経営者の
責任」

　　○田中正志氏　　義農味噌㈱　代表取締役／愛媛同友
会理事・増強本部長（同友会づくり）

　　　企業変革支援プログラム　カテゴリーⅤ「付加価値
を高める」

３）えひめの地からが開催する「第６回被災地支援チャリ
ティーバザー」への後援について承認しました。

協議事項

１）各支部・地区会・委員会の2013年度総括・2014年度方
針を提案して共有し、３グループに分かれて意見交換
を行いました。以下、グループ発表の内容です。

　　「各支部・地区会の幹事の中に、自分の役割を認識でき
ていない人がいると感じた。役員研修が必要だ」

　　「幹事会の出席率が低い支部もある。出席率が高い支部
の報告を聞き、出席率を上げるには、幹事としての活
動が自社の経営に直結しているという実感が必要だと
感じた」

　　「同友会での学びの実践報告の場が毎月の例会であり、
このことに沿った年間の例会スケジュールを支部間でも
共有する必要がある」

　　「新会員に例会やセミナーに参加してもらうためには、
幹事が中心になって新会員の経営課題を聞き、明確に
する手助けをする必要がある」

　　「中期ビジョンの進捗については、毎年、検証を行う」

　※代表理事・本部長会議から、「１月の理事会の日程を変
更し、午後から時間を取って愛媛同友会としての2013年
度総括と2014年度方針について協議を行ってはどうか」
との提案があり、承認しました。時間と会場は決まり
次第、連絡します。

閉会挨拶：大野栄一

　今日が今年最後の理事会でした。来年度に向けた総括と
方針も今年は早めに着手しています。できる限り多くの会
員さんを巻き込みながら進めていきましょう。新年度に向
けて、協力して取り組んでいきましょう。





障害年金 

平日9：00～18：00 土曜日も相談ＯＫ！ 

愛媛・香川障害年金相談センター 
TEL：０８９６-５６-６２８２ 愛媛 障害年金 検索 

まずは 
検索! 

■知的障害・うつ病でも障害年金はもらえるの？ 
■障害年金の請求手続きがうまくいかない！ 
■書類作成や手続きが煩雑である！                          など多くの 

 

「悩み」や「不安」を抱えている方は今すぐご相談ください！ 

お任せ下さい! 
無料相談会 
  実施中！ 


